
節分会参加者と記念撮影（円満寺本堂）

　
二
月
三
日
午
後
四
時
よ
り
円
満
寺
本
堂
に
お
い
て
節
分
会
大
般

若
転
読
法
要
勤
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
法
要
終
了
後
に
お
集
ま
り

を
頂
い
た
地
域
の
方
々
や
沢
山
の
子
ど
も
達
に
豆
ま
き
を
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
豆
ま
き
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
鑑
み
て
令
和
三
年
か
ら
昨
年
ま
で
中
止
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
事
で
参
加
の
皆
様
に
大
変
お

喜
び
頂
き
ま
し
た
。
先
代
か
ら
も
常
々
「
お
寺
は
地
域
社
会
へ
貢

献
し
て
こ
そ
存
在
意
義
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

無
事
に
節
分
会
と
豆
ま
き
を
再
び
行
う
事
が
出
来
て
胸
を
な
で
下

ろ
し
て
お
り
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、
参
加
の
皆
様
や
節
分
会
御
札
を
お
申
し
込
み
の
方
々

の
様
々
な
お
願
い
が
叶
う
よ
う
御
祈
祷
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

厄
年
に
当
た
っ
た
方
の
厄
払
い
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
身
体
健
全
、

諸
願
成
就
、
商
売
繁
昌
と
い
っ
た
様
々
な
願
い
に
対
し
少
し
で
も

お
力
に
な
れ
れ
ば
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
元
日
に
能
登
半
島
地
震
を
襲
っ
た
地
震
の
傷
跡
は
強

烈
で
、
円
満
寺
に
お
い
て
も
檀
信
徒
の
皆
様
に
能
登
半
島
地
震
義

援
金
へ
の
御
協
力
を
仰
ぎ
、
お
陰
様
で
２
０
０
件
以
上
の
御
寄
付

を
頂
き
ま
し
た
。
私
も
天
台
宗
の
防
災
士
協
議
会
の
一
員
と
し
て

既
に
何
度
か
現
地
入
り
を
行
い
、
天
台
宗
の
災
害
本
部
と
も
連
携

の
上
で
き
る
限
り
有
効
な
被
災
地
支
援
を
行
い
ま
し
て
、
今
後
も

誌
面
等
を
通
じ
て
皆
様
に
活
動
の
御
報
告
を
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
御
寄
付
の
総
額
や
御
芳
名
、
支
援
先
に
つ
い
て
は
二
頁
以
降
に

掲
載
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
本
来
な
ら
ば
個
別
に
御
礼
状
を
お

送
り
す
べ
き
所
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
誌
面
上
に
て
皆
様
の
御
協

力
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
、
御
礼
に
か
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
沢
山
の
御
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
来
う
る
限
り
迅
速
か
つ
有
効
な
被
災
地
支
援
に
と
役
立
て
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
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集
後
記

　
今
号
は
久
し
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
節
分
会
（
豆
ま
き
）
と
、
能

登
半
島
地
震
義
援
金
に
つ
い
て
を
中
心
に

お
届
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
豆
ま
き
に

関
し
て
は
、
開
催
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
が
地
域
の
小
学
校
で
流
行
し
つ
つ
あ

り
、
地
域
の
学
校
等
と
も
相
談
し
な
が
ら

の
開
催
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
無
事
開
催

で
き
子
ど
も
達
の
喜
ぶ
顔
が
見
れ
た
の
は

非
常
に
良
か
っ
た
の
で
は
、
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
今
回
の
能
登
半
島
地
震
に
関
し

て
は
被
害
の
甚
大
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
行
政
側
も
混
乱
を
き
た
し
て
お
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
や
受
入
等
は
な
か
な

か
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
ま
た
、

道
路
等
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
為
に
一
般
車

両
で
は
移
動
が
困
難
な
地
域
が
未
だ
に

多
々
あ
っ
た
り
、
移
動
が
で
き
て
も
非
常

に
時
間
が
か
か
る
状
況
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
お
う
と
し
た
場
合
、
特
に
有
効
な

の
は
重
機
等
が
運
転
で
き
る
資
格
を
有
し

た
団
体
で
あ
り
、
住
職
の
日
頃
の
活
動
を

活
か
し
天
台
宗
の
防
災
士
協
議
会
や
日
本

笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
っ
た
団
体
へ
と

支
援
を
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
一
番

被
災
し
て
い
る
方
々
が
困
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
時
期
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
支
援
の

手
を
届
け
ら
れ
れ
ば
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
皆
様
の
ご
協
力
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
集
ま
っ
た

義
援
金
は
で
き
る
だ
け
有
効
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
、
ま
た
ご
報
告
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
良
嘉
記
）
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①
天
台
宗
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

　
地
球
救
援
事
務
局

　
天
台
宗
が
常
設
し
て
い
る
救
援
活
動
の

事
務
局
で
、
円
満
寺
に
て
過
去
何
度
か
義

援
金
募
集
を
行
わ
せ
て
頂
い
た
際
は
必
ず

寄
託
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
災
害

地
域
へ
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
被
災

し
た
寺
院
へ
の
支
援
も
行
い
ま
す
。
既
に

被
災
地
域
の
現
地
住
職
を
メ
ン
バ
ー
含
め

た
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
情
報
収
集
を

進
め
つ
つ
具
体
的
支
援
に
向
け
て
活
動
中

で
す
。

②
天
台
宗
防
災
士
協
議
会

　
天
台
宗
青
年
僧
に
て
組
織
さ
れ
て
い
る

防
災
士
組
織
で
、
当
寺
住
職
が
副
会
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
以
来
、

災
害
発
生
時
に
は
速
や
か
に
現
地
入
り
し

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
寺
住
職
を

は
じ
め
重
機
等
を
運
転
で
き
る
資
格
を
持

つ
防
災
士
も
所
属
。
既
に
複
数
回
現
地
入

り
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
様
々
な
支
援

活
動
を
行
い
ま
す
。

③
日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
天
台
宗
の
組
織
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
災
害
時
に
寺
院
を
起
点
と
し
て
素
早

く
支
援
を
行
う
団
体
で
す
。
今
回
の
能
登

半
島
地
震
に
際
し
て
も
一
月
三
日
か
ら
物

資
の
支
援
や
お
風
呂
の
サ
ー
ビ
ス
、
炊
き

出
し
等
を
既
に
十
二
回
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
団
体
代
表
の
僧
侶（
真
言
宗
豊

山
派
）が
住
職
の
大
学
時
代
の
後
輩
と
い

う
ご
縁
も
あ
り
、
と
て
も
素
早
く
現
地
支

援
を
行
っ
て
い
る
団
体
と
し
て
義
援
金
を

寄
託
し
ま
し
た
。

　
薪
ス
ト
ー
ブ
の
よ
う
に
薪
で
火
を
焚

き
、
そ
の
上
に
配
管
を
通
し
て
ド
ラ
ム
缶

か
ら
避
難
所
の
浴
槽
に
お
湯
を
入
れ
循
環

さ
せ
る
事
が
で
き
る
「
笑
顔
の
湯
」
装
置

を
昨
年
開
発
す
る
等
、
独
自
の
装
置
の
開

発
も
行
い
つ
つ
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

④
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会

　
残
り
の
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
住
職

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
入
る
際
に
、
地

元
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直
接
義
援
金
を

持
参
さ
せ
て
頂
き
寄
託
を
さ
せ
て
頂
く
予

定
で
す
。
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同装置を使った足湯の提供 調理にも利用できる「笑顔の湯」装置

地震発生直後は警察等と共に人命捜索も行った



能
登
半
島
地
震
義
援
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
報
告

能
登
半
島
地
震
義
援
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
報
告

　
令
和
六
年
一
月
七
日
に
檀
信
徒
の
皆
様

に
対
し
て
募
集
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
能
登

半
島
地
震
義
援
金
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令

和
六
年
二
月
十
六
日
現
在
、
二
百
十
二
件
、

合
計
一
，
八
五
〇
，
一
五
六
円
を
お
寄
せ

頂
き
ま
し
た
。
多
大
な
る
御
協
力
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
寄
託
先
に
関
し
て
は
従
来
よ
り
「
大
規

模
な
寄
託
先
よ
り
も
よ
り
迅
速
で
細
や
か

な
支
援
に
お
金
を
回
し
て
欲
し
い
」
と
の

要
望
を
頂
く
事
が
多
い
事
も
あ
り
、
二
月

二
十
二
日
開
催
の
総
代
会
に
て
寄
託
先
に

関
し
て
協
議
を
頂
き
、
下
記
の
寄
託
先
へ

の
寄
託
を
行
う
事
と
さ
せ
て
頂
く
事
と
な

り
ま
し
た
。

　
天
台
宗
　
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

　
地
球
救
援
事
務
局

　
　
￥
五
〇
〇
，〇
〇
〇
ー

　
　（
振
込
に
て
寄
託
）

　
天
台
宗
防
災
士
協
議
会

　
　
￥
五
〇
〇
，〇
〇
〇
ー

　
　（
住
職
が
直
接
団
体
へ
持
参
）

　
日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
￥
五
〇
〇
，〇
〇
〇
ー

　
　（
円
満
寺
の
春
彼
岸
大
法
要
の
際
、

　
　
　

団
体
代
表
者
へ
目
録
を
贈
呈
予
定
）

大般若経の転読が行われた

　
残
り
の
金
額
及
び
、
指
定
期
日
以
降
に

集
ま
っ
た
義
援
金
に
関
し
て
は
被
災
地
域

の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
住
職
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
入
っ
た
折
に
直
接
寄
託
を

さ
せ
て
頂
く
予
定
で
、
次
号
以
降
ま
た
誌

面
に
て
ご
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
寄
託
先
の
各
団
体
に
つ
い
て
は
三
・
四

頁
に
て
解
説
）

赤
松
　
孝
枝

安
東
　
美
知
子

飯
島
　
り
き

石
川
　
善
勝

石
山
　
玲
子

伊
藤
　
ノ
ブ

伊
藤
　
稔

稲
塚
　
一
郎

井
埜
　
克
臣

井
上
　
勝

岩
田
　
千
恵
子

岩
室
　
康
子

大
沢
　
正
春

大
関
　
キ
ヨ
ノ

太
田
　
正
敏

大
畑
　
友
子

岡
崎
　
則
子

住職より転読作法による祈祷を受ける参加者

本堂前に集まった多数の参加者が福豆を求めた 本堂内にての豆まき

能
登
半
島
地
震
　

義
援
金

　
　
　
　
　
寄
付
者
ご
芳
名

能
登
半
島
地
震
　

義
援
金

　
　
　
　
　
寄
付
者
ご
芳
名

岡
田
　
周
蔵

岡
田
　
久
雄

岡
田
　
正
己

岡
庭
　
公
子

岡
安
　
晃
一

小
野
　
康
彦

苅
谷
　
邦
子

加
藤
　
聰
子

加
藤
　
盛
司

金
子
　
愛
子

兼
松
　
宏
維

神
谷
　
泰
代

川
端
　
秀
明

北
尾
　
陽
子

喜
多
見
　
紀
子

木
全
　
紀
正

桐
生
　
達
夫

熊
谷
　
喜
美
代

熊
谷
　
眞
起
代

黒
澤
　
政
之

小
島
　
信
一

小
林
　
光
二

齊
藤
　
千
恵
子

齋
藤
　
勁

坂
下
　
セ
ツ
コ

佐
久
間
　
和
江

佐
々
木
　
晃
三
郎

佐
々
木
　
玉
男

佐
藤
　
加
代
子

佐
藤
　
敬
一

佐
藤
　
ノ
ブ
子

直
原
　
導
教

柴
田
　
雅
之

下
山
　
隆
和

杉
浦
　
正

杉
原
　
達
夫

杉
本
　
順
一

鈴
木
　
寛
一

須
藤
　
昌
彦

髙
島
　
茂

田
中
　
勝

田
中
　
利
顕

谷
内
　
由
男

塚
原
　
英
夫

豊
田
　
時
子

鳥
山
　
清

永
井
　
哲
郎

中
尾
　
勝
治

永
島
　
剛

永
吉
　
靖
子

成
澤
　
笑
子

西
郊
　
恵
子

西
郊
　
穣

庭
野
　
章
彦

根
本
　
寛
夫

野
田
　
ミ
チ
子

芳
賀
　
聖
嗣

秦
　
道
代

波
多
野
　
旭

藤
井
　
実

藤
澤
　
勝
美

藤
田
　
英
男

星
野
　
禎
子

細
井
　
秀
雄

細
矢
　
明
宏

本
谷
　
晴
美

松
下
　
喜
美
江

松
塚
　
浩
一

松
原
　
喜
久
恵

南
　
裕
之

三
輪
　
富
子

村
越
　
康
博

毛
利
　
武
照

森
　
登
美
子

森
　
義
男

山
﨑
　
亮
一

山
本
　
泉

吉
田
　
繁

吉
田
　
正

渡
辺
　
ウ
メ

渡
邉
　
顕
哉

渡
辺
　
博
子

（
敬
称
略
）

※

掲
載
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
お
振
込
に
関

し
ま
し
て
は
次
号
以
降
に
掲
載
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。何
卒
ご
了
承
下
さ
い
ま
せ
。

能
登
半
島
地
震
　

　
義
援
金
寄
託
先
に
つ
い
て

能
登
半
島
地
震
　

　
義
援
金
寄
託
先
に
つ
い
て

①
天
台
宗
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

　
地
球
救
援
事
務
局

　
天
台
宗
が
常
設
し
て
い
る
救
援
活
動
の

事
務
局
で
、
円
満
寺
に
て
過
去
何
度
か
義

援
金
募
集
を
行
わ
せ
て
頂
い
た
際
は
必
ず

寄
託
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
災
害

地
域
へ
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
被
災

し
た
寺
院
へ
の
支
援
も
行
い
ま
す
。
既
に

被
災
地
域
の
現
地
住
職
を
メ
ン
バ
ー
含
め

た
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
情
報
収
集
を

進
め
つ
つ
具
体
的
支
援
に
向
け
て
活
動
中

で
す
。

②
天
台
宗
防
災
士
協
議
会

　
天
台
宗
青
年
僧
に
て
組
織
さ
れ
て
い
る

防
災
士
組
織
で
、
当
寺
住
職
が
副
会
長
を

務
め
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
以
来
、

災
害
発
生
時
に
は
速
や
か
に
現
地
入
り
し

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
当
寺
住
職
を

は
じ
め
重
機
等
を
運
転
で
き
る
資
格
を
持

つ
防
災
士
も
所
属
。
既
に
複
数
回
現
地
入

り
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
様
々
な
支
援

活
動
を
行
い
ま
す
。

③
日
本
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
天
台
宗
の
組
織
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
災
害
時
に
寺
院
を
起
点
と
し
て
素
早

く
支
援
を
行
う
団
体
で
す
。
今
回
の
能
登

半
島
地
震
に
際
し
て
も
一
月
三
日
か
ら
物

資
の
支
援
や
お
風
呂
の
サ
ー
ビ
ス
、
炊
き

出
し
等
を
既
に
十
二
回
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
団
体
代
表
の
僧
侶（
真
言
宗
豊

山
派
）が
住
職
の
大
学
時
代
の
後
輩
と
い

う
ご
縁
も
あ
り
、
と
て
も
素
早
く
現
地
支

援
を
行
っ
て
い
る
団
体
と
し
て
義
援
金
を

寄
託
し
ま
し
た
。

　
薪
ス
ト
ー
ブ
の
よ
う
に
薪
で
火
を
焚

き
、
そ
の
上
に
配
管
を
通
し
て
ド
ラ
ム
缶

か
ら
避
難
所
の
浴
槽
に
お
湯
を
入
れ
循
環

さ
せ
る
事
が
で
き
る
「
笑
顔
の
湯
」
装
置

を
昨
年
開
発
す
る
等
、
独
自
の
装
置
の
開

発
も
行
い
つ
つ
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

④
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会

　
残
り
の
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
住
職

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
入
る
際
に
、
地

元
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直
接
義
援
金
を

持
参
さ
せ
て
頂
き
寄
託
を
さ
せ
て
頂
く
予

定
で
す
。
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